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登録有形文化財 旧小野瀬家住宅店舗 第08-0112

構造： 木造2階一部平屋建、瓦葺一部鉄板葺、建築面積210㎡
年代： 大正初期
所在地： 茨城県龍ケ崎市4252
登録基準： 造形の規範となっているもの
登録年月日： 2004年2月17日

解説： 龍ケ崎市街上町往還に南面して建つ。桁行５間梁間３間、切妻造、桟瓦葺の平入２階建町家で、前面に
幅５尺の下屋を差し掛ける。１階店舗の１尺２寸角大黒柱や、成３尺幅１尺材などを用いて整然と組んだ根太天
井、下屋部の海老虹梁など剛直な架構に特色がある。

登録有形文化財 旧小野瀬家住宅主屋 第08-0113

構造： 木造平屋建、瓦葺、建築面積65㎡
年代： 明治初期
所在地： 茨城県龍ケ崎市4252
登録基準： 造形の規範となっているもの
登録年月日： 2004年2月17日

解説： 店舗背面玄関部の北に建つ。南北棟、片寄棟造、桟瓦葺の木造平屋建で、６畳・６畳・８畳の３室を南
北に並べ、８畳西面に床と棚を構える。東面と北面に縁廊下を廻し、北西端に便所を配する。大正初期建築の剛
直な店舗に比して低平で端整なつくりに特色がある。

なお、道路に面し塀に囲まれた西棟平屋部分は未登録です。

① 

文化財としての名称
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② 

旧小野瀬邸の写真

外観・庭園・蔵
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店舗



5

主屋
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二階

中二階
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伝承では、源頼朝の信頼を得て常陸国南郡の地頭職を任された下
し も こ う べ ま さ よ し

河辺政義は、文治2年（1186）領地であっ
た貝原塚の領民を引き連れ、沼沢であった根町を開拓しました。その際に、貝原塚の鎮守である八坂神社を分霊し、
現在の般若院が所在する場所に祀りました。これが最初の龍ケ崎の町づくりといわれています。なお、下河辺一
族の中で、この地に居住した支族が龍崎を名乗ったといわれています。

江戸崎城主土岐治
は る

英
ふ さ

は、下河辺政義が築いた町場がある龍ケ崎地方を統治するため、龍が峰という丘陵に城を
築きました。永禄10年（1567）10月から改築工事がはじまり、翌11年に治英の次男胤

た ね

倫
と も

が城主として配置さ
れます。龍ケ崎城を土岐氏第二の拠点とするための大規模な改築だったと思います。

龍ケ崎城の城主となった土岐胤倫は龍ケ崎のまちづくりに着手します。ところが城下は鬼怒川（現小貝川）の
氾濫で見渡す限り沼沢が広がっていました。この状況を打破するために、胤倫は城下の南側に堤防（現在の並木道）
を築き、道の整備、宅地と農地の創成、天王社（現八坂神社）の遷座、大統寺の創建など現在の龍ケ崎市街地の
原型となる町づくりを行いました。それは胤倫が豊臣秀吉によってこの地を追われるまでの20年も満たない間
でした。豊臣軍の小田原北条征伐に伴い、天正18年（1590）北条傘下の土岐氏は豊臣傘下の佐竹義

よ し の ぶ

宣軍との戦
いで敗れ、龍ケ崎城は落城となり胤倫はこの地を追われます。

その後、龍ケ崎の支配者は佐竹一族の芦名盛重（義宣の実弟）となりました。盛重は龍ケ崎城を廃城にし、江
戸崎城を本拠としてこの地を支配します。しかし、関ケ原合戦では石田三成に加担した佐竹氏は、徳川家康によ
る戦後処理で、慶長7年（1602）秋田に左遷となりました。芦名氏もその4年後、江戸崎領を失い、龍ケ崎は徳
川領の一時期を経て関ケ原で戦功のあった伊達政宗の領地となり、仙台藩龍ケ崎領が誕生しました。龍ケ崎領は
龍ケ崎奉行の代官が龍ケ崎村2200余石を中心に隣接領地を含め、仙台領１万石を支配しました。

寛永年間（1624～1644）には関東郡代伊奈忠治の大規模な治水工事が行われます。小貝川と鬼怒川が谷和原
村（現つくばみらい市）で合流し、たびたび氾濫を起していました。伊奈忠治はこの二つの河川を分離し、流路
の変遷を行いました。鬼怒川は谷和原村より野木崎村（現守谷市）にて利根川と合流。一方小貝川は、旧鬼怒川
とほぼ同じ流路を辿り、川原代村（現龍ケ崎市）付近から旧流路より大きく南遷し、小文間村（現取手市）付近
で利根川と合流することになりました。併せて氾濫が著しい牛久沼西岸に二千間堤を築き、この治水事業より鬼
怒川及び小貝川下流域の住環境と稲作が大幅に改善されます。特に龍ケ崎村は南側に耕作地が広がり、また、牛
久沼という大きな溜池を有し、関東有数の穀倉地帯となりました。そして利根川水運の発達にともない利根川に
藤蔵河岸、小貝川に道仙田河岸が開かれ、江戸との中継地として重要な位置を占め、各地から多くの商人が集まっ
て商業都市として発展しました。

横町は大統寺の門前町として栄え、呉服商の大津屋、佐野屋、奈良屋、近江屋が並び「花の横町」といわれました。
上町には油商を営む杉野市平、伊勢屋治兵衛、相模屋、長谷川家、大和屋源兵衛、呉服太物商の伊賀屋（岡嶋家）、
干
ぼ し か

鰯，〆
し め か す

粕を商う筆屋（小野瀬家）などが店を構え、新町には藍製法を仙台藩に伝えた松田楽平がおりました。
屋号から分かるように伊勢・伊賀・近江からの新興商人が指導権を握っていました。

龍ケ崎名物「龍ケ崎木綿（龍場木綿）」は江戸後期に生産が盛んになり、幕末から明治にかつて木綿買いで繁
盛したのが上町辻の伊賀屋で、店の前には近隣農家や町内から持ち込まれた手織の木綿がうず高く積まれたとい
います。明治に入っては、下町の「さぬまや」が木綿買いに成功し、龍ケ崎木綿の名は一段と高くなりました。
灯油は菜種を絞った水油と綿実を絞った白油で、綿栽培の発遠は油商の繁盛をもたらしました。

③ 

龍ケ崎の商家とその歴史的背景
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千鰯商人小野瀬家

近世中期以降、自給肥料にかわり金
き ん ぴ

肥が用いられ、とくに干鰯・〆粕などは綿作には欠かせない肥料で、この
干鰯商人として産をなしたのが上町の小野瀬忠兵衛家です。初代忠兵衛は筑波の麓北条の人と伝えられ、すでに
寛政年問（1790年代）には商いを始め、綿屋忠兵衛と称していました。その子新助は15歳で家督を継ぎ、筆墨、
米殻を商い、天保8年（1837）33歳で一代にして巨万の富を築きました。

新助はいつ頃龍ケ崎に移ったかは不明ですが、嘉永6年（1853）の大福帳の記録から嘉永年間には龍ケ崎に
て干鰯の取引を行っていたことが分かります。また、文久２年（1862）年の天王社（八坂神杜）拝殿再建の寄
進の７人の世話人に筆屋新助の名があり多額の寄進を行いっています。

幕末の龍ケ崎村には、御用達という豪商12名が定められていました。それは、藩の要請に応じて、物資を調
達する役目を負い、その代わりに苗字帯刀を許され、身分と経済上の特権を与えられた御用商人のことです。こ
の12名は長谷川啓助、岡田源三郎、海老原佐五兵衛、井原治平、岡野利平衛、平田忠兵衛、小泉安兵衛、岡島
重右衛門、そして小野瀬新助もこの12名の中に加わっています。これにより新助は幕末期には名字帯刀を許さ
れていたことが分かります。

幕末に御用達として仙台藩から不時の御用金に応じ、様々な特権を得て、龍ケ崎領の経済を握っていた豪商の
多くは、幕末の動乱を乗り越えて、明治維新後も龍ケ崎の経済を左右する中心的存在となりました。その中に小
野瀬家が含まれるのはいうまでもありません。

龍ケ崎の筆忠

新助は弘化４年（1846）、長女くにに北相馬郡六郷村小浮気（現取手市小浮気）の造り酒屋から養子を迎え二
代目忠兵衛を襲名させます。これが筆屋の分店となります。一方、新助は長男新吉に家督を継がせましたが、早
世したため孫娘（新吉の娘）に藤蔵中河岸の回漕問屋から養子を迎え筆屋の本店を継がせました。これにより筆
屋小野瀬商店が2店舗並ぶことになり、忠兵衛のお店は筆屋小野瀬忠兵衛を略して筆忠と呼ばれるようになりま
した。

明治27年（1894）発行の『城南四郡名家揃』によると「和漢洋書籍・酒類・肥料販売筆屋小野瀬謙次郎」（横
町 現 小野瀬歯科医院）と「絞油製造業、肥料・塩・衡器販売所筆屋小野瀬忠兵衛」（上町）とがそれぞれ筆屋と
して肩を並べていたことが分かります。なお、三代目小野瀬忠兵衛は明治39年、龍崎農商銀行の創立発起人で、
のち頭取となります。

四代忠兵衛は肥料・塩元捌，度量衡販売に加え、スタンダード石油代理店となり「龍ケ崎の筆忠」として知られ、
龍崎農商銀行が五十銀行（常陽銀行の前身）と合併するや同行取締役となります。

④ 

小野瀬家の歴史
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五代目小野瀬忠兵衛

五代目忠兵衛は明治32年（1899）8月21日に茨城県新治郡九重村で生まれ。旧制土浦中学校（現在の茨城県
立土浦第一高等学校）を卒業後、慶應義塾大学の理財科に進学し、学業を修了しました。在学中に培った知識は、
彼の後のビジネスや政治活動に影響を与えました。

卒業後は、興亜製作所の社長として経済界に足を踏み入れ、さらに茨城県塩業株式会社の取締役としても活躍
しました。そのほか茨城県肥料卸商業組合、竜ヶ崎地方生活必需品配給統制組合、竜ヶ崎地方食料品配給統制組合、
竜ヶ崎地方食糧営団格理事長を務めます。

昭和21年（1946）第22回衆議院議員総選挙に茨城一区から出馬し当選し以降連続2期務めます。その間、
衆議院経済安定委員長となり、茨城県司法保護委員を務めます。そのほか日本進歩党院内総務、民主党民情部長、
民主自由党会計監督を務めます。

その後、全国主食集荷協同組合連合会会長、社団法人全集連保証協会理事長、茨城倉庫社長、龍ヶ崎信用金庫
理事長などを歴任します。

五代目の地域の発展に対する献身的な姿勢は、龍ケ崎のみならず茨城県の発展に寄与し、特に米穀や肥料関連
の業界における指導力や経済的安定への貢献は評価されています。黄綬褒章、紺綬褒章を受章。死後、正五位を
叙されました。

明治・大正・昭和と隆盛著しい小野瀬忠兵衛商店でしたが、五代目逝去後は時代の変化の波に乗れず、徐々に
勢いを失っていきました。

競売となった小野瀬家店舗と住宅

平成14年（2002）、上町の小野瀬邸が競売となり存続が危ぶまれる事態となりました。これをきっかけに「龍
ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会（後にNPO法人化）」が発足し、保存運動が始まりました。幸いにも
小野瀬家店舗住宅は龍ケ崎市在住で富士タクシー運営の菅井澄夫氏が落札され、その姿を留めることができまし
た。そして「龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会」は、菅井氏の協力の下、様々なイベントを開催し、
古い建物の素晴らしさをアピールして来ました。また、文化財としての価値を調査し、登録文化財申請のお手伝
いをしました。そして平成16年（2004）2月17日龍ケ崎市第一号となる登録有形文化財に登録となりました。
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⑤ 

旧小野瀬邸で行われたイベント

平成14年10月27日 七代小野瀬忠兵衛氏協力の小野瀬邸見学会
平成15年1月19日 旧小野瀬邸見学会（菅井氏所有）
平成15年2月17日 旧小野瀬邸登録文化財に申請する為の下見調査
平成15年３月28日～30日 旧小野瀬邸を撮る・写真撮影会
平成15年５月４日～１１日 旧小野瀬邸写真展「町に見つけた私の感動！」
平成15年7月5日 茨城県建築士会龍ヶ崎支部様主催による旧小野瀬邸見学会
平成15年9月6日 小倉工芸 小倉茂遺作展（ＲＹＵとぴあ２００３）
平成15年10月5日 旧小野瀬邸お茶会 物産品販売（JR東日本 駅からハイキング）
平成15年11月16日 こんな町にしたいね！「たつのこ塾」講師前野まさる氏
平成15年11月23日 お茶会、現代アートの公開製作「藤原裕策ライブ・ペインテイング」

（2003年龍ケ崎商業まつり『いがっぺ市』）
平成15年11月26日 「がらがらどん」のお話会
平成15年12月14日 胡桃沢千晶、藤原裕策 旧小野瀬邸現代美術展
平成16年1月25日 旧小野瀬邸見学会（ボーイスカウト「龍ケ崎歴史散歩」）
平成16年3月11日～14日 竜ヶ崎一高写真部主催 写真部写真展～Ｍｙ ｌｉｆｅ旅人～
平成16年4月3日～4日 絵畑浩二版画展（JR東日本 駅からハイキング）
平成16年5月9日 千代倉社中主催 お茶会
平成16年5月22日 第２回たつの子塾「旧小野瀬邸の建築について学ぶ」講師神戸信俊氏
平成16年9月4日 「なごりの夏の夜を 旧小野瀬邸で！」 津軽三味線の演奏会（ＲＹＵとぴあ2004）
平成16年10月3日 陶芸クラブ「どんぐり」陶芸展（JR東日本 駅からハイキング）
平成16年11月23日 第２回現代美術展と茶会～西村明芳の版画展～（2004年龍ヶ崎商業まつり『いがっぺ市』）
平成17年5月15日 旧小野瀬邸登録文化財記念イベント
平成17年9月3日 寄席、お茶会、華道教室、龍神太鼓、津軽三味線演奏会（ＲＹＵとぴあ２００４）
平成18年～令和5年 住居使用のためイベント開催はありませんでした。
平成6年より所有者の好意によりプライベート区間の西棟（文化財未登録部分）を除きイベントを再開
令和6年6月22日 旧小野瀬邸見学会
令和6年9月29日 日舞＆お箏の鑑賞会
令和6年12月1日 「和文化にふれあう仲間」主催イベント
令和7年2月23日 龍ケ崎市で伝統武芸を伝える
令和7年3月10日～16日 ワンズ工房作品展
令和7年6月8日〜14日 革サンダル＜Nishiwaki＞アトリエショップ
令和7年11月29日 「コロッケ×ライブイベント」（竜ヶ崎一高付属中主催）
令和7年12月７日 第2回「和文化にふれあう仲間」主催イベント
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胡桃沢千晶、藤原裕策 旧小野瀬邸現代美術展

平成15年（2003）12月14日 龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会は現代アート作家胡桃沢千晶さん
と藤沢裕策氏をお招きし「旧小野瀬邸現代美術展」を開催しました。両氏とも海外での活動が多く、国内では千
葉県を拠点に幅広く活動されています。胡桃沢さんは、水の玉を使ったインスタレーションを得意とし、空間に
浮いた水の玉が、見るものを時間が止まった空間、幻想の世界へと誘います。一方、藤原さんは木版画や壁画、
ライブ・ペインテイングなど多様な作品を発表されています。

胡桃沢千晶のインスタレーション（空間芸術）眺めるとき、
彼女の言葉に耳を傾けてみたい。

「展示する場所というものは、いつも大切な意味を持っている」
その場所が持つ力（ｓｐｉｒｉｔ）を重視することが彼女の作品の核となっているのである。
その場所に静かに介入し、空間を作品とする。
彼女自身に特有の叙情的で、詩情あふれるアートである。
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第２回現代美術展と茶会～西村明芳の版画展～

平成16年（2004）11月23日開催 西村明芳の途方もなく大きな版画と旧小野瀬邸の空間が出会う一日
板の間や土間、居室いっぱいに展示された多くの作品には、人々のさまざまな顔が見えます。
それは喜びの表情なのか？それとも哀しみ？
人々はこのような感情をあらわに、どこへ行こうとしているのか。

商業祭(いがっぺ市)に対応し、龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会は牛久市在住の現代アート作家西
村明芳氏及び市内でご活躍の千代倉社中をお招きし「第2回旧小野瀬邸現代美術展と茶会」を開催しました。

現代美術展と茶会で賑わう旧小野瀬邸店舗

旧小野瀬邸の路地裏から表通りへと続く塀面を覆った西村明芳の版画、地層シリーズ
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旧小野瀬邸登録文化財記念イベント

平成17年（2005）５月15日、龍ケ崎の価値ある建
造物を保存する市民の会は、旧小野瀬邸が龍ケ崎で初め
てとなる国の登録有形文化財に登録されたことを、市民
の皆さまと共に喜び合うため、記念イベントを開催しま
した。

２階メイン会場で式典、昭和10年の記録映画「龍ヶ崎
を写した幻の映像」の上映、神戸信俊氏の「小野瀬邸の
建築について」、鈴木久氏の「龍ヶ崎の歴史と小野瀬邸に
ついて」、オカリナアンサンブル織音によるオカリナの演
奏が行われました。1階店舗で受付、資料配布のほか写真
展（昭和10年と現在の比較）。1階西棟ではお茶会が行わ
れました。西棟半2階では小野瀬邸と関わりのあった６

名の方をご招待し、小野瀬邸に関すること、忠兵衛さんに関することを懐かしみながら話していただきました。
盛りだくさんの企画があり、この日、旧小野瀬邸を訪れた方々は200名を超えました。

日舞＆お箏の鑑賞会

令和6年（2024）9月29日 NPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会は旧小野瀬邸で「日舞&
お箏鑑賞会」開催しました。

日舞は龍ケ崎在住の吉澤美緒さん。箏演奏はこうみ会のお二人。伝統的建造物をステージとし、筝曲が鳴り響
く中で繰り広げられる日舞のパフォーマンス。参加者の皆さまにとても喜んでいただきました。

旧小野瀬邸のこう
した活用は実に19
年ぶりで、今後の活
用に明るい兆しが見
えてきました。

な お、 今 回 は ス
テージ鑑賞だけでは
なく、日舞15分の
後、邸内の見学15
分ほど。そして最後
は奥座敷にて30分
ほどお菓子と抹茶を
談笑しながら堪能し
ていただきました。
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「和文化にふれあう仲間」主催イベント

令和6年（2024）12月1日（日）午前10時の赤煉瓦塀広場での開会式では、花嫁花婿の人力車で登場、全員
での記念撮影などが行われました。その後、小野瀬邸では10時45分から詩吟が披露され、店舗内に響く肉声が
響きました。続いての日本舞踊の西澤美緒さんはお琴（こうみ会）の4,5人の子供たちの伴奏で舞って、ご自分
のお二人の幼児を舞台に入れたりしながら演じました。11時半からのきものショー（瑞穂会着付けと作法）や観
客も歌う筝グループ吉永4姉妹の演奏などほぼ満員の40人ほどの観客が楽しみました。

奥の日本間では自然茶じねんちゃ近藤美知絵さん（自然茶を楽しむ会）の会の人がサービスをしてくれて、自
然茶の説明などを聞き、茶の文化の深さをわかりました。

午後1時からは赤煉瓦広場まえでジャズダンスの女性の演技があり、龍神太鼓の演奏があって午後2時でイベ
ントが終了となりました。人力車の運行は、小野瀬家と赤煉瓦塀広場との走行であまり利用者が多くなかったよ
うですが、珍しいということで関心を持ってくれた市民もいたと思います。

ワンズ工房作品展

令和7年（2025）3月10～16日、ワンズ工房とNPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会共催
で作品展を開催しました。

会の活動の大きな原動力ともなっている旧小野瀬邸をお借りしての作品展開催はかねてから描いていた夢でも
ありました。

作品展開催会期中、特に嬉しかったのは地元上町や近隣の町内から、開いていたので気になっておしゃましま
したという方が
おられたことで
した。いつも閉
められており、
どんな建物なの
か解らずだった
けど、中を初め
て拝見して龍ケ
崎にもこんな立
派な商家があっ
たことを知り良
い勉強になった
と 仰 っ て く だ
さ っ た こ と で
した。

少しずつです
が、地域の方々
に旧小野瀬邸の
存在を知ってい
ただける機会が
増えているのは何より嬉しいことです。また、所有者に入口の開場から夕方の施錠まで何かと気を遣っていただ
きご協力に感謝するばかりです。
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竜ヶ崎一高付属中主催「コロッケ×ライブイベント」

令和7年11月29日（土）13時〜14時30分 竜ヶ崎一高付属中主催「コロッケ×ライブイベント」がNPO龍
ケ崎建物保存会協力の下開催。参加者は約50人。旧小野瀬邸店舗は人で溢れました。

内容は竜ヶ崎一高付属中吹奏楽部のクラリネット九重奏、六重奏、フルート六重奏。そして軽音楽部の歌とバ
ンド演奏。そしてまいんコロッケと高橋肉店のみっちープリンの販売があり、コロッケやプリンを食べながら中
学生のノリノリの演奏を堪能していただきました。

演奏後は希望者に旧小野瀬邸の邸内
を見学していただきました。

特に今回は国際交流協会の尽力によ
り、インドネシアやベトナムといった
外国人の参加が多く、母国では決して
見ることの出来ない庭内のいちょうと
いろはもみじの紅葉を楽しんでいただ
きました。
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⑥ 

見取り図と建築様式

見取り図
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大正9年11月作成 横54.0 縦39.5 青焼60分の1
大正9年の設計段階では店舗・母屋総二階の豪華な造りになっておりました。おそらく関東大震災の影響で、

大正13年建築(棟梁天野源吉)では店舗のみにとどまったと思われます。
なお、店舗新築に当たり、母屋を現状位置まで曳家した可能性が考えられます。

店舗・母屋「東側建図」
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建築の特徴

上町に残る小野瀬忠兵衛家は干
ほ し か

鰯及び〆
し め か す

粕を商う商家建築として建てられ、平成16年3月4日に店舗及び母屋
が登録有形文化財に指定された。

小野瀬家には弘化三年（1845）の「本屋敷普請帳」、安政六年（1859）・文久二年（1862）の「普請入用帳」
が残されている。その後改築が行われ、母屋の大部分は明治初期の普請によるものと思われます。

通りに面した部分は店舗として使われることを目的としていて、川越などと同様に蔵造となっている、いわゆ
る店蔵造である。店舗にあたる店蔵は四代忠兵衛による大正十三年建築（棟梁・天野源吉）で間口5間・奥行約
3間半の2階建である。1階はほとんどが土間であるが庇側常屋の中心には約45 cm（1.5尺）角の立派な欅の大
黒柱がありこの大黒柱で2階を支えていてそれが大空間を可能としている。それを境に右手が接客部分の土間と
なっている。左手は帳場として使われ板張りとなっている。それらを仕切るようにカウンターが設けられている。
庇が付けられ店舗の奥行きを出している。入り口は木製ガラス戸4枚引き（間口2間）2ヶ所、両側には雨戸を
収納するための袖戸袋が設けられている。店と庇の間には成三尺（約90cm）、巾1尺（約30 cm）の松梁が設置
され、庇桁の繋張り梁は社寺に見られる「海老虹梁」が配されている。天井は2階床組みを現した大引天井となっ
ていて、天井板には欅材3尺（約90cm）×6尺（約180 cm）の鏡板が使用されている。

店舗の2階部分は和室（8畳・10畳）2間続きとなっていて、奥座敷東側に出窓的な開口部を設け、廊下の窓
には千本格子が嵌められている。奥座敷には1間の床の間、1間の天袋付き違い棚と半間の狭い書院があり、長
押が廻され書院造の体裁を持っている。賓客を案内するための客間となっている。

店蔵の奥東側に玄関が設けられていて12畳の玄関の間が続いている。
廊下を挟んで奥には4畳の前座敷を持つ6畳・6畳・8畳と座敷が続き廻り縁を配している、その奥には客人用

と思われる便所屋がある。奥の8畳には1間の床の間と違い棚が設けられていて客間20造となっている。
店蔵の左手に続く住居棟の奥座敷8畳の床の間には二重の落

おとしがけ

掛を付け、駆け込み書院との境に2本の竹の軸柱
を建て付け、床は45 cm程の浅い置き床式で、袖壁には新趣の「潜りもぐり」が設置され、数寄屋造り的趣向を
思わせている。一部2階となっていて和室で浅い踏み込み床、落掛けには方

ほ う だ け

竹を用い、床脇は簡略な釣り棚と通
し板となっている。天井は手斧削りの化粧梁組を表し竹の竿縁を配している。冒険的な和室で茶室を思わせる。
家人用として台所や風呂、便所が並んでいる。そこには一部半地下が設けられていて貯蔵庫と炊事場となってい
る。こちらは使用人の為と思われる。L型配置の中心に和室があり女中部屋として使われたのではないかと推測
される。

店の右側の門を入った奥には外便所と蔵・書院棟があり、外便所は塀を大谷石で廻していて、その壁を利用し
て造られている。

店蔵を中心として住宅が配されていてかなり規模の大きい建物で豪商として繁栄していたことが建築からも読
み取れる。また、様々な様式を用いた和室建築には知識人としての繊細さと変革を感じさせられる。
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編集後記

平成14年（2002）10月、小野瀬邸の競売の報に接し、一部の市民がこれを残そうと署名活
動を始めたのがきっかけで、任意団体「龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会（以後市
民の会と表記）」が発足しました。競売では幸いにも市内で富士タクシー（廃業）を運営され
ている菅井澄夫氏が落札され、小野瀬邸（以後旧小野瀬邸と表記）を残すことが出来ました。

以後、市民の会は旧小野瀬邸の保存と活用に向けて菅井氏と検討を重ねました。幸いにも菅
井氏は旧小野瀬邸の活用に理解を示され、様々なイベントを開催すると同時に登録有形文化財
に登録することを助言しました。特に菅井夫人が市民の会の活動に協力的で一緒になってイベ
ントの開催をすることが出来ました。菅井氏は登録有形文化財にも関心を示され、平成16年

（2004）3月、旧小野瀬邸は龍ケ崎市にとって最初の登録有形文化財となり、菅井氏と市民の
会は共に喜び合いました。

こうして市民の会は旧小野瀬邸で様々なイベントの開催と保存への取り組みをしてきました
が、平成18年（2006）、菅井氏ご主人が病に臥せられ、旧小野瀬邸は療養の場となり、以後、
市民の会は旧小野瀬邸の活用を断念するしかありませんでした。そして長らく市民の会は旧小
野瀬邸と疎遠になり、諸岡邸赤レンガの移築支援、筑波庵、竹内農場西洋館の保存推進へと活
動の場を変更しました。その間、市民の会は法人化し「NPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を
保存する市民の会（以後NPOと表記）」と組織を改編しました。

令和3年（2021）12月4日の全国街並み保存連盟関東ブロック大会龍ケ崎ゼミ開催に合わ
せて、NPOは菅井夫人に店舗部分だけでも見学させて欲しいと懇願したところ、快く引き受
けてくださいました。ご主人も元気になられ、以後NPO主催のまち歩きの見学場所として旧
小野瀬邸を組み込みました。

令和5年（2023）初頭、NPOは旧小野瀬邸見学会のお礼に、邸内の清掃など、私たちに出
来ることがありましたらお手伝いする旨を菅井夫人に伝えまし。この提案をとても喜んでいた
だき、NPOは旧小野瀬邸のイベント開催だけでなく、毎月の清掃活動、障子の貼替、外トイ
レの修繕、倒壊した小屋の撤去作業等本格的な旧小野瀬邸の保存活用事業が始まり今日に至っ
ています。そしてこのたび龍ケ崎市市民活動サポート補助金により旧小野瀬邸の冊子が出来る
ことを私たちは菅井氏と共に喜びあっています。多くの市民や歴史的建造物愛好家の方にこの
冊子を読んでいただけることを願っています。

				    NPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会 
				    旧小野瀬邸冊子編集委員会 前田享史
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